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宇都宮市の
公共交通ネットワークとＬＲＴ

（ライト・レール・トランジット）

これからのまちづくりと
新しい交通システムが
めざすもの

　少子高齢化対策や中心市街地
活性化、産業振興、渋滞対策な
ど、戦後順調に発展して来た宇
都宮市には、現在さまざまな課題
があります。特に公共交通ネット
ワークの整備は、今後の当市に
とって、大きな意味を持つもので
す。そこで今回は、市が考える「こ
れからのうつのみや」について、
公共交通にスポットを当ててご紹
介します。

　

宇
都
宮
市
が
め
ざ
し
て
い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」。
市
内
の
各
エ
リ
ア

内
で
地
域
内
交
通
の
導
入
を
促
進
し
、
日
常

生
活
の
「
足
」
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
各
エ
リ
ア
間
を
結
ぶ
公
共
交
通
網

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
都

市
の
機
能
を
高
め
、
誰
も
が
目
的
に
応
じ
て
快

適
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
は
こ
れ
ま
で
、
戦
後
順
調
に
人
口

が
増
え
、
豊
か
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
、
日
本
全
体
で
は
「
人
口

減
少
・
高
齢
社
会
の
進
行
」「
地
球
規
模
で
の

環
境
問
題
」「
国
内
経
済
発
展
の
鈍
化
」
な
ど

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
宇
都
宮
市
に

お
い
て
も
「
人
口
減
少
（
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
を
ピ
ー
ク
に
減
り
始
め
る
と
予
測
）」「
全

国
有
数
の
ク
ル
マ
社
会
（
環
境
問
題
、
交
通
問

題
な
ど
）」「
ま
ち
の
活
力
の
低
下
（
中
心
市

街
地
通
行
量
が
10
年
前
に
比
べ
て
半
減
）」
な

ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解

消
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
節
電
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
を

図
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
誌
で
も
た
び
た

び
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
課
題
に

ど
う
対
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
推
進
室
の
本
橋
道
正
室
長
は
、　

「
宇
都
宮
市
で
は
、
こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
め
ざ
す
テ
ー
マ
と
し
て
、

の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま
ち
の
機
能
や
人
口
が

拠
点
に
集
積
し
、
拠
点
が
連
携
す
る
、
ま
ち
の

形
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
策
定
さ
れ
た
「
宇
都
宮
都
市
交

通
戦
略
」
で
は
「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ

へ
で
も
」
移
動
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

実
現
し
、
自
動
車
交
通
と
公
共
交
通
の
共
存
す

る
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
は
、
図
１
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
ご
と
の
公
共
交
通
を
、

大
き
な
公
共
交
通
網
が
結
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ

が
、
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
橋
室
長
は
、
現
在
の
課
題
に
つい
て
「
公
共

交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
、
バ
ス
運
行
サ
ー
ビ
ス

の
さ
ら
な
る
充
実
、
そ
れ
か
ら
私
ど
も
で
は
『
魚

の
骨
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

現
在
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
役
割
に
応
じ

て
再
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
交
通
機
関
を
、

そ
の
役
割
に
応
じ
て
効
率
よ
く
連
携
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
そ
し
て
、
宇
都
宮
市
に
つい
て
は
、

な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
内
循
環
バ
ス
の
強
化

や
、
バ
ス
路
線
新
設
の
た
め
の
試
験
運
行
、
バ
ス
利

用
環
境
の
整
備
を
行
って
い
ま
す
」（
本
橋
室
長
）

　

こ
う
し
た
市
の
施
策
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

中
心
市
街
地
な
ど
、
宇
都
宮
市
全
体
の
〈
都
市

拠
点
〉
と
、
周
辺
地
域
の
核
と
な
る
施
設
の
あ
る

〈
地
域
拠
点
〉、
そ
し
て
地
域
に
住
む
人
の
〈
生

活
圏
〉
と
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

機
能
を
補
い
合
い
な
が
ら
、
よ
り
便
利
で
住
み
や

す
く
、
経
済
発
展
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
都
市
像

で
す
（
図
２
）。

　
「
さ
ら
に
、
東
西
を
結
ぶ
基
幹
交
通
の
必
要
性

も
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
私
ど
も
が
東
西
基
幹
公

共
交
通
と
し
て
導
入
を
考
え
て
い
る
の
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
で
す
」（
本

橋
室
長
）   

宇都宮市の
LRT導入イメージ
（二荒山神社前）

L i g h t  R a i l  T r a n s i t

L i g h t  R a i l  T r a n s i t

ま
ち
の
機
能
と
役
割
を
集
積
、連
携

「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ
へ
で
も
」

◎
身
近
な
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち

◎
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

◎
元
気
で
成
長
す
る
ま
ち

◎
バ
ス
の
充
実

◎
自
転
車
の
活
用

◎
地
域
内
交
通
の
導
入

これからのまちづくりと、新しい交通システムがめざすもの
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で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
本
橋
室
長
に
う
か
が
い
ま

し
た
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

は
『
新
交
通
シ
ス
テ
ム
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
の 

一 

つ
で
す
。

　

従
来
型
の
鉄
道
と
バ
ス
と
の
中
間
の
輸
送
力
を

持
つ
、
線
路
な
ど
の
軌
道
を
走
行
す
る
タ
イ
プ
の

公
共
交
通
機
関
を
総
称
し
て
『
新
交
通
シ
ス
テ

ム
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。具
体
的
に
は
Ａ
Ｇ
Ｔ（
オ
ー

ト
メ
イ
テ
ッ
ド・ガ
イ
ド
ウ
エ
イ・ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
）
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速

輸
送
シ
ス
テ
ム
）、
そ
れ
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
が

あ
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
、
そ

の
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
形
態
の
新
交
通

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
実
例
と
し
て
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
が
有
名
で

す
。

　

人
口
約
25
万
人
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
で

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
平
成
6
（
１
９
９
４
）
年

に
導
入
し
、
市
民
生
活
の
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
初
は
「
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
買
い

物
客
が
減
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の
商
店
か

ら
の
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
導
入
後
は

中
心
市
街
地
へ
の
買
い
物
客
が
約
３
割
増

加
す
る
結
果
と
な
って
い
ま
す（
写
真
１
）。

他
に
、
宇
都
宮
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス・
オ
ル
レ
ア
ン
市
（
人
口
約
12
万
人
）

で
も
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）年
に
導
入

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
な
ど
、
交
通
結
節
機
能
を
合
わ

せ
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
便
性
の

向
上
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
も
富
山
市
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
「
富
山
ラ
イ
ト
レ—

ル
」
が
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
か
ら
運
行
を
開
始
し
て

い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
東
京
都

の
モ
ノ
レ
ー
ル
「
ゆ
り
か
も
め
」
や
「
千

葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
」、
広
島
市
の
Ａ
Ｇ
Ｔ

「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
」
な
ど
、
約
20
の

導
入
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
宇
都
宮
市
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
検
討
に
つい
て
は
、
宇
都
宮
市
街
地

開
発
組
合
が
平
成
５
年
度
に
設
置
し
た
『
新
交

通
シ
ス
テ
ム
研
究
会
』
で
の
検
討
が
は
じ
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
県
や
市
に
よ
り
平
成

11
年
度
か
ら
12
年
度
に
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
基
本
方
針
を
策
定
、
平
成
13
年
度
か
ら

14
年
度
に
か
け
て
有
識
者
な
ど
を
交
え
て
設
置

し
た
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
基
本
計
画
策
定
調

査
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
を

検
討
し
た
結
果
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
シ

ス
テ
ム
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

整
備
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
平
成
22
年

か
ら
開
始
し
た
市
民
説
明
を
経
て
、
昨
年
12
月

に
は
担
当
組
織
と
し
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推
進
室
を

設
置
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
事
業
化
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
」（
本
橋
室
長
）

　
「
宇
都
宮
市
は
ク
ルマ
社
会
で
す
ね
。
ほ
と
ん
ど

の
移
動
は
自
家
用
車
に
頼
っ
て
い
る
方
が
、
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
交
通
渋
滞
の
発

生
や
、
都
市
環
境
悪
化
な
ど
を
招
く
一 

因
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
も
持
続
可
能

な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在

の
状
況
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
個
々

人
の
努
力
だ
け
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
大
き
な

政
策
と
し
て
『
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
構

築
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
西
を
結

ぶ
新
し
い
公
共
交
通
機
関
を
導
入
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
交
通
を
効
率
よ
く
つ
な
ぐ
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も
の

が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
す
」（
本
橋
室
長
）

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
軌
道
を
走
る
ス
タ
イ
ル
の
移
動
機

関
で
す
。
路
面
電
車
の
発
展
型
で
あ
り
、「
次

世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
、

低
床
式
車
両
を
活
用
し
た
り
、
軌
道
や
停
留
所

を
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
た
り
す
る
こ

と
で
、

な
ど
、
従
来
の
路
面
電
車
よ
り
も
優
れ
た
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
乗
客
の
快
適
性
や

輸
送
力
な
ど
で
、大
き
く
優
位
に
立
って
い
ま
す
。

　
「
さ
ら
に
、
鉄
道
へ
の
乗
り
入
れ
も
可
能
で
す

の
で
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
が
図

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
と
環
境
に
優
し
い

乗
り
物
と
言
って
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
と
合
わ
せ
て
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

（
郊
外
か
ら
ク
ル
マ
で
来
た
人
が
駐
車
し
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
乗
り
換
え
る
）
な
ど
も
設
備
し
て
い
け
ば
、

ト
ー
タ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
す
」

（
本
橋
室
長
）

　

市
で
想
定
し
て
い
る
ル
ー
ト
は
、
図
３
の
と
お

り
で
す
。
桜
通
り
十
文
字
か
ら
中
心
市
街
地
を

通
り
、
清
原
工
業
団
地
・
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

セ
ン
タ
ー
地
区
な
ど
を
結
ぶ
、
全
長
約
15
キ
ロ
の

ル
ー
ト
と
な
って
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
つ
い
て
は
「
公
設
型
上
下
分

離
方
式
」
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
や
軌
道

な
ど
を
公
共
が
整
備
し
、
民
間
が
効
率
的
に
運

営
す
る
方
法
で
す
。
以
前
は
、
こ
う
し
た
「
上

下
分
離
方
式
」
は
法
的
な
制
度
と
し
て
確
立
し

て
お
ら
ず
、
整
備
も
運
営
も
ま
と
め
て
行
な
う

方
式
し
か
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇

都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
は
、
こ
の
方
式
の
採
用
で
は
、

運
営
が
黒
字
転
換
す
る
ま
で
40
年
以
上
か
か
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
平
成
19
年
に
新
た
な
法
律
の
施
行
に

よ
り
「
公
設
型
上
下
分
離
方
式
」
が
可
能
と
な

り
、
安
定
し
た
運
営
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
基
本

計
画
策
定
調
査
委
員
会
が
検
討
し
た
結
果
、
平

成
21
年
３
月
に
「
収
入
が
支
出
を
上
回
り
、
安

定
的
な
経
営
が
可
能
」
と
い
う
検
討
結
果
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
検
討
し
て
い
る
L
R
T
の
特
徴
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
ま
た
、
次
ペ
ー
ジ
で
よ
り
詳
し
い

内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
ま
し
た
。

新交通システム　 
「ＬＲＴ」 

の概要　 

L i g h t  R a i l  T r a n s i t新交通システム 「ＬＲＴ」 の概要　 

〈写真1〉
ストラスブール市
（フランス）

のＬＲＴ

〈写真2〉
富山市のＬＲＴ
「富山ライト

㆑̶ル」

◎
乗
降
が
容
易

◎
安
全
性
が
向
上

◎
定
時
性
を
確
保

各
地
で
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
進
む

　
Ｌ

ＲＴとまちづ
くり

特  集

ＬＲＴの特徴

一度に多くの人を運ぶことができる輸送効率の
高い乗り物です。混雑時の高頻度な運行や軌
道系公共交通の特性を生かした既存鉄道への
乗り入れも可能です。また、電気モーターで駆
動するので、二酸化炭素（ｃｏ2）などを車両か
ら排出しません。

輸送力に優れ、
既存鉄道への乗り入れも可能

　専用レールを走行するため、時間に正確です。
また、バス停留所などと連携することで、乗り継
ぎが便利になり、時間通りに移動することができ
ます。

軌道（専用のレール）を
走行するので時間に正確

　低床フロアにより停留所と車両が段差なく、
高齢者や車いすの方もスムーズに乗り降りする
ことができます。また、振動・騒音が少なく、乗
り心地に優れています。

スムーズな乗降が可能3

1

2

3

新交通システム　 「ＬＲＴ」 

の概要　 

宇
都
宮
市
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
検
討

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
と
は



L i g h t  R a i l  T r a n s i tここが疑問！ 新交通ネットワークとＬＲＴ

L i g h t  R a i l  T r a n s i t

まちづくりと公共交通

公設型上下分離方式のイメージと収支構造イメージ

図4

図5

鉄道やバス、タクシーなどの他の公共交通に乗り換えるための交通結節点のこと
トランジットセンター

鉄  

道鉄  

道

T T

T

T T

地域特性を
活かしたまちづくり

地域特性を
活かしたまちづくり市街地活性化 産業支援

広域公共交通との連携

渋滞緩和

ＬＲＴ

施設
使用料等

人件費・
運航経費等

支 出

運賃収入等

収 入　
※新交通システム検討委員会報告（平成21年3月）時点

整備主体に
支払う費用

施設使用料
施設・車両の
貸付

円滑で確実な事業の運営
営業主体

施設の整備・保有、車両の購入
整備主体（公共）

上

下

平成５年度
新交通システム研究会

（事務局：宇都宮市街地開発組合）の設置

平成７年度
「宇都宮都市圏都市交通マスタープラン」
において、東西交通軸の強化を図るため、
新たな公共交通システムの必要性を提案

平成９年度
新交通システム検討委員会

（県、市、市街地開発組合、交通事業者等）の設置

平成１１～１２年度
新交通システム導入基本方針の策定

平成１３～１４年度
「導入基本計画策定調査」を実施

平成１６年度
課題解決のための方策検討
新交通システム導入に対する
広報啓発の推進、気運の醸成

　関係地域住民との懇談会、企業への説明会、
出前講座、シンポジウム等、実施

平成１７～１８年度
「新交通システム導入
課題検討委員会」を設置
（宇都宮市・栃木県）

平成１９～２０年度
「宇都宮市都市・地域交通戦略

策定協議会」の設置
将来交通ネットワーク構築に向けた検討を実施
　あわせて「新交通システム検討委員会」を設置し、

ＬＲＴの成立性・実現性の検討を実施

平成２２年度
「うつのみやが目指すまちづくりと

公共交通ネットワーク」
パンフレットの配布（２月）

平成２３年度
オープンハウスの実施

（平成２３年８月２２日～１０月２６日）
※地区市民センター等　２１会場　延べ６９日間　

来場者数４、４６３人

平成２４年度
「公共交通ネットワークの
構築と東西基幹公共交通」の
パンフレットの配布（６月９日）

オープンハウス、市民フォーラムを実施
（平成２４年６月１１日～８月２５日）

※地区市民センター等　１４会場　延べ４９日間　
来場者数３、９７２人

（平成25年２月１日現在）

宇都宮市の
新交通システム導入に
向けた取り組み

LRTの
疑問を解消！

　
Ｌ

ＲＴとまちづ
くり

特  集
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公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
増
え
れ

ば
、
自
家
用
車
中
心
の
現
在
と
比
べ

て
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
は
は
る
か
に
小
さ

く
な
り
ま
す
。
ま
た
道
路
渋
滞
が
軽
減
さ

れ
ま
す
か
ら
、
自
家
用
車
を
使
う
場
合
で

も
、
余
裕
を
も
っ
た
運
転
が
可
能
で
す
し
、

予
定
時
間
通
り
に
移
動
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
事
業
者
に
と
って
も
、大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
待
た
ず
に
電
車
や
バ
ス
に
乗
れ
ま

す
か
ら
、
時
刻
表
を
気
に
せ
ず
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

乗
り
継
ぎ
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
共
通

で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も
検
討
し
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
交
通
を
カ
ー
ド
１
枚
で
乗
り
継

ぎ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
や
り

方
や
日
常
生
活
の
過
ご
し
方
に
も
、
プ
ラ
ス
の
変

化
が
期
待
で
き
、
ク
ル
マ
に
過
度
に
依
存
し
た
社

会
か
ら
の
転
換
が
図
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
軸
で
あ
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
沿
線
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や

工
業
団
地
な
ど
の
産
業
支
援
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。（
図
４
）

整
備
費
用
の
総
額
は
、
約
３
８
３
億
円
と

試
算
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
そ
の
も
の
の

整
備
に
約
３
５
５
億
円
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
他
の
公
共
交

通
機
関
の
結
節
に
必
要
な
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
、
約
28
億
円
を
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
が
全
額
、
宇
都
宮
市
の
負
担
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。国
の
補
助
制
度
に
よ
り
、

整
備
費
の
約
２
分
の
１
が
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
る

見
込
み
で
す
。
で
す
か
ら
、
地
方
の
負
担
額
は
約

１
９
０
億
円
と
な
り
、
道
路
や
公
園
、
文
化
施
設

な
ど
と
同
様
に
、
公
共
施
設
を
整
備
す
る
費
用
の

中
で
十
分
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

参
考
に
、県
が
整
備
し
た
宇
都
宮
北
道
路
（
約

５
キ
ロ
）
の
整
備
費
は
、
約
４
４
０
億
円
で
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
費
は
約
３
８
３
億
円
（
約
15
キ
ロ
）

で
あ
り
、
市
の
財
政
力
の
範
囲
で
十
分
に
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
計
画
ル
ー
ト
で
あ
る
桜
通
り
十
文

字
付
近
か
ら
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン

タ
ー
地
区
ま
で
の
約
15
キ
ロ
に
つい
て
は
、
本
市
に

お
け
る
拠
点
間
の
連
携
、
鉄
道
や
バ
ス
と
いっ
た

他
の
交
通
機
関
と
の
連
携
な
ど
の
観
点
か
ら
設
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
本

市
だ
け
で
な
く
栃
木
県
に
お
け
る
東
西
の
公
共

交
通
軸
の
一
部
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
、
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

現
時
点
で
は
「
公
設
型
上
下
分
離
方
式
」

が
い
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
整

備
を
行
政
が
行
い
、
運
営
は
民
間
に
任
せ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、運
営
す
る
民
間
に
と
って
は
、

整
備
に
か
か
る
費
用
負
担
が
減
少
し
ま
す
か
ら
、

円
滑
で
確
実
な
事
業
運
営
が
で
き
る
と
い
う
点
で

し
ょ
う
。
主
な
収
入
は
運
賃
で
、
主
な
支
出
は

人
件
費
・
運
行
経
費
・
施
設
使
用
料
な
ど
で
す

か
ら
、
安
定
し
た
経
営
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。（
図
５
）

　

需
要
予
測
は
、
平
成
32
年
の
宇
都
宮
市

（
合
併
前
）
の
人
口
を
45
万
人
と
推
計

し
、
沿
線
住
民
や
従
業
者
に
対
す
る
交
通
機
関

利
用
者
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
結
果
に
基
づ

い
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
検
討
し
て
い
る
ル
ー
ト
の
周
辺
に
は
、
多

く
の
住
民
が
居
住
し
て
い
る
と
共
に
、
公
共
交
通

機
関
の
拠
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
や
東
武
宇

都
宮
駅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
文
教
施
設
や
公
共

公
益
施
設
、
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
工
業

団
地
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
他

の
公
共
交
通
機
関
と
連
携
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
、
路
線
バ
ス
の
充
実
な
ど
、
利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
大
勢
の
利
用
者
が
見
込
め
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
か
ら
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東

口
地
区
整
備
の
要
望
書
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
公
共
交
通
の
再
構
築
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
の
動
き
も
、
今
後
活
発
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
際
に
は
自

動
車
の
車
線
を
規
制
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
事
前
に

市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
混

雑
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
周
辺
道
路
へ
の
影
響
も
十

分
に
検
討
し
、
路
線
バ
ス
の
充
実

な
ど
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
な
ど
、

円
滑
な
自
動
車
交
通
を
維
持
す
る

た
め
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
、も
っ
と
も
大
切
な
の
は
、

公
共
交
通
指
向
型
社
会
へ
の
転
換

で
す
。
皆
様
が
マ
イ
カ
ー
と
公
共

交
通
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
道
路
の
混
雑
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ／ 宇都宮市総合政策部ＬＲＴ整備推進室　☎６３２-２３０１
　　　　 http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kotsu/shinkotsu/

ここが疑問！　
公共交通ネットワーク
とＬＲＴ

　ここまで、宇都宮市の構想の概要について説明してきましたが、いろいろ
な疑問があるのではないでしょうか。代表的な疑問について、ＬＲＴ整備推
進室の本橋室長にＱ＆Ａ形式でお答えいただきました。

清原工業
団地の

イメージ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か

る
の
で
す
か
？

Ｑ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
ル
ー
ト
案
は
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

Ｑ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
誰
が
整
備・運
営
す
る
の
で

す
か
？

Ｑ
１
日
の
利
用
客
が
約
４
万
５
千
人
で
す

が
、こ
れ
は
可
能
な
数
字
な
の
で
す
か
？

Ｑ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
よ
り
、
例
え
ば
現

在
の
大
通
り
な
ど
、
道
路
混
雑
が

増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ

新
し
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で

し
ょ
う
か
。

Ｑ

AA A

AA

A


